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Ⅰ．は じ め に
１９９６年の中央教育審議会の第一次答申「２１
世紀を展望した我が国の教育の在り方」は、
「生きる力」の育成を重視し、社会体験、自
然体験、生活体験の重要性を指摘した。同年
の青少年の野外教育の振興に関する調査研究
協力者会議の報告書「青少年の野外教育の充
実について」は、野外教育の現状と課題を示
し、今後の野外教育の充実のためには、施設
環境や野外教育指導者養成が急務であると提
言した。
その後、筑波大学をはじめとする従前から
野外教育の専門課程をもつ高等教育機関に加
えて、１９９９年に信州大学教育学部生涯スポー
ツ課程野外教育専攻が、２００３年にびわこ成蹊
スポーツ大学スポーツ学部生涯スポーツ学科
野外スポーツコースが、野外教育の専門課程
としてそれぞれ設置され、北翔大学（以下本
学）においても２００６年から生涯学習システム
学部健康プランニング学科にアウトドア・マ
ネジメントコースが設置された。
本論文の目的は、本学に健康・スポーツ系
の学部が設置された２０００年から現在までの１０
年間に著者らが中心的に関ってきた高等教育
機関としての野外教育の取り組みを総括する
と共に、２００９年に開設された生涯スポーツ学
部スポーツ教育学科における野外教育の方針
と今後の展望について述べるものである。
Ⅱ．生涯学習システム学部健康プラン
ニング学科における改組までの野外
教育の歩み
本学は、２０００年に生涯学習社会の支援者を
養成する全国初の学部として芸術メディア学
科と健康プランニング学科の２学科からなる
生涯学習システム学部を開設した。
健康プランニング学科設立当初のカリキュ
ラムは、運動・休養・栄養の視点から人々の
健康を支援するスポーツ・レクリエーション
分野、衣・食・住生活分野および特別支援教育
を含めた生涯学習分野から構成されていた。
学科設立時の野外教育関連科目は、スポーツ・
レクリエーション分野の一部として「レクリ
エーション実技（野外レクリエーション）」
１科目のみの開講であった。野外教育分野の
基礎科目となる「野外教育論」は２００３年から、
「野外教育実習」は２００５年からの開講である。
１）北翔大学 生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学 生涯学習システム学部健康プランニング学科
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これら野外教育基礎科目が開講されたのは、
野外レクリエーション系科目が開設されてい
た他に学科設立時期の学科行事にある。開設
年度の２０００年に健康プランニング学科では、
１期生に対する教育支援の充実をめざし、正
規科目とは別に複数の学科行事を実施してい
た。その中のレクリエーション分野行事であっ
た札幌市青少年山の家を利用した日帰りの
「野外レクリエーション」を２００１年には、北
海道立洞爺少年自然の家を利用した１泊２日
の「社会教育施設見学学習」として発展的に
実施した。また、２００３年からは、「社会教育
施設見学学習」に通年開講科目の「レクリエー
ション実技」を履修した学生による企画や指
導を段階的に取り入れた。さらに、２００３年よ
り「野外教育論」を開講するとともに野外教
育支援者養成の充実を図るため、野外教育専
攻の新任教員を加え、指導者を２名体制とし
た。専任指導者体制が整った２００４年には、組
織教育キャンプの体験学習の機会として「野
外教育実習」を起案した。「野外教育論」、
「野外教育分野の専任指導者体制の強化」、
「野外教育実習」の全起案は、学科教員の支
持を得、採択された。支持を得た要因として、
前述の学科行事に学科の教員が多数参加して
きたことがあげられる。野外教育分野以外の
教員が、「野外レクリエーション」や「社会
教育施設見学学習」に引率者として参加し、
学生の実際の活動に接することで、学科内に
野外教育の教育的効果に対する一定の理解が
広がっていたと考えられる。さらに２００６年に
カリキュラム編成が行われる際には、スポー
ツ・健康分野以外に衣・食・住生活分野や生
涯学習分野など、多様な専門分野を抱える学
科ではあるが、教員間の野外教育に対する一
定の理解のもと、「野外教育論」や「野外教
育実習」の実績が認められ、健康プランニン
グ学科にアウトドア・マネジメントコースが
開設された。
Ⅲ．アウトドア・マネジメントコースの概要
アウトドア・マネジメントコースは、北海
道の地域性を生かした自然体験活動やスポー
ツプログラムの企画・運営・評価法を身につ
け、地域において人々の健康づくりを科学的
に管理・指導する専門家の育成を目的として
設置された。学科内には、その他に「健康ス
ポーツコース」、「健康サポートコース」を置
き、学生は２年次から希望通りのコースを選
択できるようにした。野外教育関連科目につ
いては、主に専任教員２名で担当し、講義系
は概論、指導論、マネジメント論を段階的に
学べるように設定した。また、実習系は、１
年次夏季に基礎編として「野外教育実習」を
改称した「キャンプ実習」を、２年次夏季に
応用編として「アウトドアパスーツ」を、２
年次冬季に「雪上活動実習」をそれぞれ実施
し、学生が各種の自然体験活動を体験できる
機会とした。３年次には、「キャンプ実習」
のスタッフとして企画・指導・運営を実践す
る「野外教育指導実習」や野外教育関係の民
間団体や青少年教育施設などの現場における
インターンシップを行う「アウトドア・マネ
ジメント実習」を置き、指導実習系の科目を
設定した（表１）。さらに、専門演習、卒業
研究といったゼミナール形式の科目もあわせ、
その専門性を高め、実践力のある人材を養成
することを目標にした。資格関連としては、
アウトドア・マネジメントコースで中学、高
等学校の保健体育科教員免許、社団法人日本
72 北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要 創刊号 ２０１０
キャンプ協会のキャンプインストラクター、
キャンプディレクター２級、財団法人日本レ
クリエーション協会のレクリエーション・イ
ンストラクター、レクリエーション・コーディ
ネーター、財団法人健康・体力づくり事業財
団の健康運動実践指導者などの資格を取得で
きるようにした。２００４年から２００６年までにキャ
ンプディレクター２級の資格を取得した卒業
生は、４０名でそのうちその内８名が資格をい
かして青少年育成団体や野外教育施設に就職
している（表２）。
具体的な就職先は、野外教育事業を行う企
業、財団法人やNPO法人団体、公立の青少
年教育施設などである。
なお、２００７年から２０１０年までの日本キャン
プ協会の資格取得者は、キャンプインストラ
クターのみとなった。キャンプディレクター
２級資格がとれなくなった要因は、２級資格
取得講習会が２００７年以降、北海道内で開催さ
れておらず、学生にとって講習会開催地まで
の交通費の負担が少なくないことがあげられ
る。
この点については、本学のようにキャンプ
インストラクター課程認定校で野外教育指導
者養成に力を入れている全国の大学が連携し
て、個々の大学カリキュラムを一定基準で審
表１ 健康プランニング学科 アウトドア・マネジメントコース カリキュラム表
表２ 健康プランニング学科１期生から４期生の資格と就職
卒業年・期生 キャンプインストラクター キャンプディレクター２級 資格を生かして就職した卒業生
２００４年１期生 ２８名 １５名 ３名（キャンプディレクター２級）
２００５年２期生 ３４名 １５名 ２名（キャンプディレクター２級）
２００６年３期生 ２８名 １０名 ３名（キャンプディレクター２級）１名（キャンプインストラクター）
合 計 ９０名 ４０名 ８名（キャンプディレクター２級）１名（キャンプインストラクター）
コース科目
野外教育・
レクリエーショ
ン系科目
講 義
アウトドアスポーツ論
野外教育論
レジャー・レクリエーション論
キャンプカウンセリング
レクリエーションマネジメント
実習系
キャンプ実習
アウトドアパスーツ
雪上活動実習
レクリエーション実技
野外教育指導実習
アウトドア・マネジメント実習
レクリエーション指導演習
スポーツ
マネジメント系
科目
スポーツマネジメント
スポーツマーケティング
スポーツ産業論
スポーツ社会学
コミュニティスポーツ論
スポーツクラブと地域社会
スポーツマネジメント演習
他 専門科目（一部抜粋）
学部科目
生涯学習論
生涯学習指導論
生涯学習施設運営論
北海道生活文化論
生涯学習体験実習 など
学科科目
健康プランニング論
生涯スポーツ論
健康管理論
栄養と健康
運動処方
運動障害と予防
生活環境論
トレーニング論・演習
生涯スポーツ（実技１８種目）
スポーツ指導演習
救急処置（含む実技）
生活学実習（衣・食・住）
スポーツ情報処理
統計処理 など
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査し、キャンプディレクター２級の課程認定
校制度を構築することが望まれる。
次にキャンプインストラクター資格取得者
数は、２００７年は２１名、２００８年は１０名、２００９年
は７名と減少した。これは２００６年にアウトド
ア・マネジメントコースを設置したことで、
キャンプインストラクター資格取関連科目は、
他のコースの関連科目開講時間と重なること
が多くなり、アウトドア・マネジメントコー
ス以外の学生にとっては、履修が困難になっ
たためであると思われる。
また、２００７年のコース選択の結果は、健康
スポーツコース１１０名、健康サポートコース８２
名、アウトドア・マネジメントコース１９名で
あった。その後２００９年までのコース選択も同
様の傾向を示した。これは、健康プランニン
グ学科に保健体育の教員を志望する学生が多
く、教員を目指すために野外教育は、重要な
分野ではあるものの、直接的な指導分野と関
係のある体育実技科目の多い健康スポーツコー
スへ学生が集中したためであると思われる。
アウトドア・マネジメントコースの設置は、
野外教育指導者養成の質の向上は図られたが、
保健体育の教員やスポーツ指導者を目指す多
くの学生に野外教育の学びの機会を減らす結
果となった。この結果をふまえて、新学部の
カリキュラム構成やコース編成を行った。こ
れについては、Ⅶの「生涯スポーツ学部スポー
ツ教育学科における野外教育」で述べる。
Ⅳ．既存の団体との連携―日本キャンプ
協会指導者資格を活用した事例から―
高等教育機関である大学が、大学の建学の
精神、教育の理念に沿って学生を育て、社会
に送り出すことは当然のことである。一方で
社会的に認知されている資格取得の機会を提
供すことも、ディプロマポリシーが強く求め
られている今日の大学には必要であると考え
る。健康プランニング学科では、この点にお
いて開設時から健康・スポーツ関連の資格を
取得できるようにしてきた。２００３年には、日
本キャンプ協会のキャンプインストラクター
課程認定校となり、２００４年３月卒業の１期生
からキャンプインストラクターやキャンプディ
レクター２級資格取得者を輩出してきた。
また、２００４年２月には、全国初の聴覚障が
い者を対象としたキャンプインストラクター
資格取得講習会を北海道キャンプ協会と連携
して学内で開催し、キャンプインストラクター
となった学生たちが、同講習会のボランティ
アスタッフとして活躍した（写真１）。
２００７年７月には、日本キャンプ協会のブラッ
シュアップ＆コミュニケーション事業（以下
BUC事業）のスタッフとして、在学中にキャ
ンプインストラクター資格を取得学生が参加
し、指導体験の機会をもった。
写真１ 聴覚障がいの参加者とともにイグルーづ
くりをする健康プランニング学科１期生
資格は、現場体験を重ねることで本来の指
導資格要件に近づくものであり、指導体験の
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ない資格では、意味をなさない。大学独自の
指導体験の機会を学生に提供しつつ、取得資
格を活かし、既存の団体と連携を図ることも
重要であると考える。
Ⅴ．高等教育機関としての野外教育
を通した地域貢献の試み
２００４年、本学は、「平成１６年度文部科学省
学術フロンティア推進事業」（以下「学術フ
ロンティア推進事業」）に選定され、野外教
育分野は、「体験活動研究分野」として他の
５分野と共同して北方圏におけるスポーツ文
化の創造と形成に貢献する研究活動を開始し
た。
２００５年には、研究施設「北方圏生涯スポー
ツ研究センター」が完成し、施設名をギリシャ
語のスポーツを意味する「スポル」とした。
「スポル」には、測定室、分析室等の研究室
のほかダイビングピット、２５ｍプール、クラ
イミングウォール、トレーニングジムなどが
設置された。野外教育関連では、カヌーやマ
ウンテンバイク、テントなどの野外装備を購
入し、同時にこれらの装備を管理収納できる
大型収納室３室を配置した。施設や備品の充
実は、その後の本学における野外教育分野の
発展に多大な影響を及ぼした。高等教育機関
における野外教育を通した地域貢献を考える
とき、指導者やプログラムの充実は当然であ
るが、施設や備品の充実も不可欠であると考
える。
指導者やプログラム面でいえば、体験活動
研究分野は、総合型地域スポーツクラブ事業
の一環として日常生活に密着した自然体験を
地域住民に提供するとともにプログラム指導
の場が学生の野外教育指導者養成につながる
という特徴を有した。
具体的には、他の研究分野が運営する総合
型地域スポーツクラブ「スポルクラブ」と連
携し、アウトドア・マネジメントコースの学
生が、指導経験を積む機会として、大学から
徒歩１０分と近接する約２０５１ha の広大な原生
林「野幌森林公園」をフィールドに、四季を
通して自然体験活動プログラムを地域住民に
提供した。「学術フロンティア推進事業」と
して、実施したプログラムは、２００５年７月に
公開講座「子どもたちの生きる力を育む～野
外教育の新たな挑戦～」、２００７年２月に小中
学生対象の「スノーシュウハイキング」、小
学生対象の「雪の森遊び」（写真２）、７月に
一般向け「マウンティンバイクで森林公園を
走ろう」、１０月に一般向け「紅葉の藻岩山を
歩こう」の５講座である。「学術フロンティ
ア推進事業」は、２００９年３月をもって終了し
たが、研究と情報発信などの地域貢献は、２００９
年４月に発足した「北方圏生涯スポーツ研究
センター」の新研究プロジェクト「健康スポー
ツ研究分野」として、２０１０年現在も継続実施
している。
写真２ 小学生に「雪の森遊び」を指導する
健康プランニング学科の学生
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新たな「健康スポーツ研究分野」では、従
前のプログラムに加え、野外活動、自然体験
活動中の安全教育に関する講習会や情報を発
信している。具体的な地域貢献としては、２００９
年１１月に「野外活動と安全」同月「野外活動
のファーストエイド」、２０１０年１月に「野幌
森林公園を利用した雪の自然体験」をいずれ
も公開講座として実施した。
Ⅵ．本学における野外教育指導者養成の試み
１「野外教育研究会」の事例から
本学の指導者養成の特徴は、次に示す３点
である。
１点目は、野外教育を専門分野とする教員
のもと、野外教育、自然体験活動の専門指導
者を目指す学生が、活動に関する知識、技術
などのハード・スキルを学ぶだけでなく、参
加者となる対象者の理解をはじめとする支援
者として必要なソフト・スキルの能力を持ち
合わせたスキル・センスを磨き、かつ野外教
育の理論や哲学を学ぶ機会を段階的に設定し
ていること。
２点目は、日本キャンプ協会や北海道キャ
ンプ協会の主催事業あるいは、国立日高青少
年自然の家の研究事業、民間団体の企画事業
など、既存の団体との連携による指導実践の
機会を確保していること。
３点目は、学生が主体的に取り組む姿勢を
重視し、企画づくりを自ら実践して、前述の
スキル・センスを身につけられるような機会
をいくつかの野外教育関連科目や学内事業に
設定していることである。
３点目については、「学術フロンティア推
進事業」に基づく体験活動研究分野で、実験
的な「勉強会」を試みた。本項では、この体
験活動研究分野の指導者養成プログラムにつ
いて述べる。
体験活動研究分野の研究の過程において学
生を構成員とする「野外教育研究会」を組織
し、日常の「勉強会」と夏季や冬季の「実践
トレーニング」を融合させた活動を通して、
長期的に計画性をもって指導者を養成するシ
ステムづくりを試行した。具体的な「野外教
育研究会」の活動内容は次のとおりである。
勉強会を週１回開催し、その形式は、ディス
カッション形式、プレゼンテーション形式、
ワークショップ形式などのさまざまな方法で
実施した。それらの企画は学生が担当し、担
当学生は、企画書の作成、発表資料作り、技
術指導、プレゼンテーション等を行なった。
「勉強会」は、単に野外についての知識や
技能を学ぶ以上に野外教育の指導者に必要不
可欠な総括的な企画運営スキルを身につける
機会とした。また、重要視したことは、「コ
ミュニケーション」である。週１回の勉強会
の準備のためには、お互いに何度も顔をあわ
せ、意見を交換し、これらの活動を通して、
指導者としてのスキル・センスの向上と学生
と教員、学生同士のコミュニケーションを深
写真３ 学内でイグルーづくりに挑戦する
野外教育研究会の学生
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写真４ 仲間の指導のもと星座観察表を作成
する野外教育研究会の学生
表３ ２００５年度の勉強会
表３・４の＊について：２００５年１０月は、日本
アウトワードバウンドスクール（以下OBS）
長野校濱谷校長、２００６年１１月は、名桜大学人
間健康学部柳学部長に講師依頼をした。
写真５ 仲間同士で搬送法を伝えあう
野外教育研究会の学生
表４ ２００６年度の勉強会
月 日 内 容
６月２７日 オリエンテーション
７月４日
組織キャンプについて
キャンプ指導者の役割
７月１１日 魅力的な指導者とは
７月２７日 「キャンプ実習」対策
１０月１７日 カウンセラーについて
１０月２４日 企画会議
１０月３１日 ＊濱谷校長のお話
１１月７日
「学校教育に生かす体験学習法
ミーティング」参加者の報告会
１１月１４日 イニシアティブゲーム
１２月５日 道具の使い方、ロープワーク①
１２月１２日 道具の使い方、ロープワーク②
１月１６日 雪上活動
１月３０日 救急法
月 日 内 容
５月３１日 新年度開始にあたって
６月７日 アイスブレーキングとロープワーク
６月１４日 組織キャンプについて
６月２１日 イニシアティブゲームの指導実践
６月２８日 ソフトスキルの考え方
７月５日 どんな指導者になりたいか
７月１２日 快適なキャンプ場をつくる
７月２６日 キャンプ装備について
１０月１８日 サマーキャンプ報告
１０月２５日 自然にやさしい環境教育
１１月１日 身近な自然について知ろう
１１月８日 ダッチオーブンの取り扱い
１１月１５日 川や海のキャンプ
１１月２２日 ＊柳先生の講演
１１月２９日 救急法
１２月１３日 雪上活動
１２月２０日 雪上活動 PART２
１月２４日 星空観察
１月３１日 山菜の採取
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め、勉強会スタッフの組織づくりを行なった。
勉強会は、２００５年度に１４回、２００６年度に１９回
開催した。写真３・写真４・写真５は、勉強
会の活動の様子、表３・表４は、各年度の勉
強会の実施内容である。
「野外教育研究会」において、教員側が企
画した「実践トレーニング」は、２００５年度夏
季の「キャンプ実習」、冬季の「リスクマネ
ジメント・トレーニング」（写真６）ならび
に「アウトドアゲーム指導法実習」（写真７）、
２００６年度夏季の「野外教育実習スタッフトレー
ニング」、冬季の「リスクマネジメント・ト
レーニング」がある。
写真６ OBS長野校長濱谷氏による野幌森
林公園での雪上リスクマネジメント
トレーニング
２００６年２月の「リスクマネジメント・トレー
ニング」では、参加者に活動をさせるときに、
指導者に必要となるリスクの発見、把握、評
価・分析、ならびにリスクの処理と確認をし、
新たなリスクの発見を行なうプロセスを学生
に体験させ、自分はどのようにしているのか
を学生同士が評価しあい、今後どのようにし
たらよいのかを討論させた。また、翌年は、
この年の評価をもとに内容を積み上げる形で
行なった。特に２年目は、厳冬期の雪上でビー
コンを使用した活動、雪崩などのリスクを回
避するために雪の状態を把握する活動や雪の
層を観察し、気温の変化や気象状況を把握す
るトレーニングを実施した。この企画は、OBS
長野校から濱谷校長と当時OBS職員となっ
ていた卒業生を招いて実施した。
２００６年２月の「アウトドアゲーム指導法実
習」では、パッケージド・プログラム IORE
シートを教材として「子どもたちへの指導法」
を慶応大学体育研究所講師の野口氏によるワー
クショップ形式で実施した。
写真７ 慶応大学講師野口氏による野幌森林
公園での IOREシート講習
これら外部講師の招聘を含む指導者養成プ
ログラム研究費や施設や備品購入費は、「学
術フロンティア推進事業」の研究費によるも
のである。野外教育分野単独の補助金申請だ
けでは、実施不可能であったと思われる。高
等教育機関として野外教育指導者養成を推進
していくために、教員自身が研究者、指導者
としての研鑚を積むことは当然であるが、他
の専門分野の教員とともに共同研究を進め、
文部科学省「高度化推進事業」などの大型プ
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ロジェクトへの申請を続け、研究費を確保し
ていくことも重要だと考える。
２．「 野外教育実習」の事例を中心として
健康プランニング学科では、２００５年の夏季
から生涯スポーツ学部設立のために入学募集
を停止するまでの４年間、組織キャンプの体
験学習の基礎科目として、「野外教育実習」
（アウトドア・マネジメントコース設立後は
「キャンプ実習」と改称）を開講してきた。
表５～表８は、２００５年から２００８年までの
「野外教育実習」、「トレーニング実習」「キャ
ンプ実習」の日程の一部を示したものである。
２００５年、２００６年の「トレーニング実習」は、
「野外教育研究会」の学生の指導トレーニン
グの機会として位置づけられ、単位化されて
いなかったが、２００７年からは、学科選択科目
「野外教育指導実習」となりアウトドア・マ
ネジメントコースのコース必修科目となった。
４年間の実習内容は、学生指導スタッフの力
量と教育的効果の測定結果を検証しながら、
さまざまなプログラムを試行した。本実習の
実施場所は、調査の結果、国立日高青少年自
然の家とした。また、２００７年からは、キャン
プ実習体験後に応用編として、より自然度の
（日高かくれんぼ大会は、１班７人単位で実施。ポイントラリー形式で最終的に日高町内のビ
バーク地点を探し、１泊してキャンプ場へ帰着するアクティビティ。６班のビバーク地点まで
の到着時間は平均約９時間であった。
２００６年「野外教育実習」は、夜の冷え込みを考慮し、９月４日から４泊５日で同様のプログラムを
実施した。）
表５ ２００５年「野外教育実習日程」社会的スキル向上型プログラム
１日目（９／２２）木 ２日目（９／２３）金 ３日目（９／２４）土 ４日目（９／２５）日 ５日目（９／２６）月
午
前
大学集合
到着・弁当
朝のつどい
朝食
ASE
朝のつどい
朝食
日高かくれんぼ大会
キャンプ場帰着
朝食
撤収・清掃
ソロ
午
後
開講式
テント設営
夕食づくり
昼食
ASE
夕食づくり
弁当
かくれんぼ
行動食
昼食
生還パーティー準備
昼食
閉講式
大学到着
夜
星空観察
ふりかえり
入浴
ふりかえり ビバーク
生還パーティー
ふりかえり
表６ ２００６年「トレーニング実習日程」
１日目（８／２）水 ２日目（８／３）木 ３日目（８／４）金
午
前
大学集合
キャンプ場の確認
朝のつどい
沢登り
朝のつどい
フィールドリサーチ
午
後
テント設営
野外炊事
スキー場まで登山 フィールドリサーチ
日高出発（１６：００）
夜
入浴・班別ミーティング
テント泊
選択プログラムの企画づくり
テント泊
79
高い環境で実施する自己成長型プログラムの
「アウトドアパスーツ」を登別市ネイチャー
センターで、雪上活動型プログラムである
「雪上活動実習」を積雪寒冷地の特徴を最大
限に活かした厳冬期の国立大雪青少年交流の
家で、実施してきた。いずれの実習も各施設
を起点として周辺の自然や文化をふくむ環境
を調査し、各実習の目的にあわせてそれらの
環境を活用した。
以上、大学生を対象とした野外教育プログ
ラムの実践と検証を経て、生涯スポーツ学部
スポーツ教育学科で開講する野外教育のさら
なる充実を目指した。
Ⅶ．生涯スポーツ学部スポーツ教育学
科における野外教育
スポーツ教育学科では、「野外教育論」を
学科必修科目に、「野外教育実習」を教職必
修科目にした。野外教育の基礎となる概論
「野外教育論」が学科の必修科目となった理
由の１つは、野外教育の理念や哲学を学ぶこ
とで、自然、他者、自分自身に目を向け、自
己とそれらの関係を考え、自身の生き方を探
るきっかけとなることである。もう１つの理
由には、野外教育指導者として必要な自己分
析力、組織の中での調整力、協調性、あるい
は指導力、企画力といった能力は、野外教育
表７ ２００６年「野外教育実習日程」 社会的スキル向上・自然体験混合型プログラム
１日目（９／４）木 ２日目（９／５）金 ３日目（９／６）土 ４日目（９／７）日
午
前
大学集合
到着
朝のつどい
朝食
ASE
朝のつどい
朝食
お好み活動（アブセーリング・ク
ラフト・染め物・火おこし・マウ
ンテンバイク）
朝食
撤収・清掃
ソロ
昼食
午
後
弁当
開講式
テント設営
夕食づくり
昼食
ASE
パーティメニューづ
くり
夕食づくり
弁当
ラストサマーパーティ
（買い出し・夕食づくり・スタンツ）
閉講式
大学到着
片付け
夜
入浴
ふりかえり
入浴
ふりかえり
入浴
ふりかえり
表８ ２００７年「野外教育実習日程」 自然体験重視型プログラム
１日目（９／４）木 ２日目（９／５）金 ３日目（９／６）土 ４日目（９／７）日
午
前
大学集合
到着・弁当
朝のつどい
朝食
班別活動
マウンティンバイク
川遊び
朝のつどい
朝食
お好み活動
（アブセーリング・クラフト・草
木染め・火おこし・プロジェクト
アドベンチャー）
朝食
撤収・清掃
ソロ
午
後
開講式
テント設営
夕食づくり
昼食
夕食コンテスト準備
入浴
弁当
フェアウェルパーティ
（買い出し・夕食、スタンツづくり）
昼食
閉講式
大学到着
夜
入浴
ふりかえり
夕食コンテスト
ふりかえり
入浴
ふりかえり
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の専門家や教員に限らず社会人として必要な
素養につながることがあげられる。
「野外教教育実習」が教職必修科目となっ
た理由の１つは、２００８年３月公示の新学習指
導要領を受けたことによる。新学習指導要領
では、自然体験活動の充実が強く打ち出され
たが、現状では学校教員の自然体験活動や野
外教育に関する専門知識は圧倒的に不足して
おり、実際に学校教育の現場では、保健体育
の教員が自然体験活動を担当することが予想
されるからである。もう１つの理由には、野
外教育はすべての教科に関連しているともい
えるひとつの教育の方法であり、教員養成課
程に野外教育を必修化することで指導力のあ
る教員を育成できることがあげられる。
これらの観点から、２００９年の健康プランニ
ング学科「野外教育指導実習」は、２０１０年の
スポーツ教育学科での教職必修「野教育実習」
の学生スタッフを想定し、組織キャンプにお
ける指導者養成トレーニングを行なった（表
９）。実習の目的は、「組織キャンプにおいて
一般的に実施するプログラムを経験する。組
織キャンプ指導者としてのハードスキルとソ
フトスキルの習得をはかる」とした。なお、
本学では、２００５年から継続して野外教育関連
の実習には、野外教育担当教員のほかに学科
内の教員、外部指導者、本学で野外教育の研
鑚を積んだ卒業生、大学院生、４年生などを
指導スタッフとして配置している。今後も同
様の指導体制を継続して、本学独自の野外教
育の理念を追求していきたいと考えている。
さらに、スポーツ教育学科の教職履修者は、
１学年あたり約１４０名が予測されるため、「野
外教育実習」は２回に分け連続して実施し、
その指導にあたる「野外教育指導実習」の履
修学生やスタッフは、最長１０日間のテント泊
となる。したがって、参加者数、実習日数の
増加により実習中のリスクマネジメントの強
化が必要となる。また、野外教育をさらに充
実させていくうえでも野外におけるリスクマ
ネジメントは、今後さらに重要な分野となる。
そのため、２００９年４月よりスポーツ教育学
（指導実習①，②は、学生同士で指導役と参加役になり、自ら作成した指導案で模擬指導を行なった）
表９ ２００９年「野外教育指導実習」 野外教育指導者養成型プログラム
１日目 ８／２２ ２日目 ８／２３ ３日目 ８／２４ ４日目 ８／２５ ５日目 ８／２６ ６日目 ８／２７
午
前
大学集合
出発
日高到着
朝食（野外）
沢登り＆登山
昼食（弁当）
入浴
夕食（野外）
朝食（野外）
テント撤収
フリータイム
昼食（弁当）
ASE
夕食（食堂）
朝のつどい
朝食（食堂）
フィールドリ
サーチ
朝のつどい
朝食（食堂）
指導実習①
朝のつどい
朝食（食堂）
まとめ
午
後
昼食（弁当）
オリエンテー
ション
テント設営
夕食（野外）
昼食
企画づくり
夕食（食堂）
昼食
指導実習②
夕食（食堂）
昼食
日高出発
大学到着
解散
夜
入浴
ミーティング
キャンプ場泊
ミーティング
キャンプ場泊
入浴
ミーティング
宿舎泊
入浴
企画づくり
宿舎泊
入浴
実習のふりか
えり・宿舎泊
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科に配属となった看護士と臨床心理士の両資
をもつ本学専任教員に協力を求め、北方圏生
涯スポーツ研究センターの新研究プロジェク
ト「健康スポーツ研究分野」で「野外におけ
るリスクマネジメント研究」を共同で行うと
ともに、野外教育分野の実習には、専任の医
療スタッフを配置することとした。
Ⅷ．お わ り に
生涯スポーツ学部スポーツ教育学科では、
カリキュラムとコース制を見直し、教員志望
を含むより多くの学生が、野外教育関連科目
を履修できるようにした。これは、本学での
９年間の野外教育の実践から、「野外教育を
通して、主体的で自己肯定的でありながら、
謙虚で協調性のある人材を育てることが可能
である」との確信を得た結果である。また、
スポーツ教育学科の野外教育の目標を「高等
教育機関に学ぶ本学学生が、より良き社会人
となるために主体的に全人的な成長を目指し、
努力すること。そのために仲間や指導者であ
る教員とともに学ぶ姿勢を育むこと」と定め
た。
スポーツ教育学部では、健康プランニング
学科と異なる野外教育の体系的カリキュラム
と指導者養成プログラムを展開することとな
る。本論では、本学で実施してきた野外教育
の教育的効果とプログラムの効果測定の結果
について触れていないが、これらを含めて、
今後も実践研究のさらなる充実を目指す。
また、高等教育機関としてより充実した野
外教育指導者養成プログラムと総合型地域ス
ポーツクラブの会員活動の一環となるような
地域貢献プログラムの開発を継続研究し、随
時発表していく。
付 記
本研究は、文部科学省「私学大学戦略的研
究基盤形成支援事業」・北翔大学「北方圏生
涯スポーツ研究センター研究費」の助成を受
けて実施した。
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